
日進市にぎわい交流館
公式キャラクター
「わいわい」

2017 年  秋号
Vol. 14

　「子ども食堂」の言葉をニュースで見聞きすることが多くなっ
てきた。2015 年ごろから全国的に広がり始め、現在は愛知県
内だけでも約 60ヶ所ある、「子どもが一人でも安心して来ら
れる、無料または低額の食堂」のことだ。
　「日進絆子ども食堂」は、今年 1 月からにぎわい交流館で
月1回運営されている。実行委員長は日進に越してきて 12 年
の樽見千春さんだ。子ども食堂をはじめ、いろいろな活動に
取り組む樽見さんに、その思いを聞いた。

子どもが一人でも来られる地域の食堂

日進絆子ども食堂
日時：毎月第 2日曜日10:00 ～15:00
　　（食事 11:30 ～）
場所：にぎわい交流館
            子ども無料（高校生以下）   
            大人 500 円 　コーヒー200 円

インタビュー
日進絆子ども食堂 樽見千春さん特集

私一人ではできないから

一緒に子育てしてもらっている
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子ども食堂と
「お月見どろぼう」は似ている
　子どもが家族以外の大人と一緒にご飯を食べながらおしゃべり

をする――現代ではあえて作らなければ経験できない時間だ。「い

きいき塾 NPO 絆」 が立ち上げた 「日進絆子ども食堂」 では、 食事

するだけでなく、ボードゲームで遊んだり、音楽を聴いたり、 とき

には親同士で子育ての悩みを語り合ったりして、顔の見えるコミュ

ニケーションが生まれている。

　樽見さんに話を聞いてみると、 「子ども食堂は 『お月見どろぼう』

と似ているところがある」 という。

　お月見どろぼうは中秋の名月の日にだけ、 子どもたちがお供
えされたお団子やお菓子を盗っていいというもの。 日進では秋
の風物詩として残る風習だ。
　「子どもは月からの使者だから、 勝手に盗って食べていいんで
す。 食べ物に困りがちだった時代に、 子どもたちにお腹いっぱい

食べさせたいという思いがあったのかもしれない。 お月見どろぼ

うは施しじゃないんです。 そこが子ども食堂の原点と同じだと思い

ます。 『貧困対策』というくくりにしてしまうと、 困りごとを抱

えた家庭の子どもは逆に来づらい。 いろんな人が子ども食堂

に来て 『おいしかった、 楽しかった』 と周りに広まっていくと、

困っている人も気兼ねなく来られる場所になると思います」

　日進絆子ども食堂は、 調理や運営、 食材を寄付してくれるボ

ランティアなど多くの人によって支えられている。 形は違って

も、 食を通じて地域で子どもたちを育む風景は変わらない。

「我が子を守れるのは
私じゃないかも」と思った
　東日本大震災は、 樽見さんが地域や人とつながって活動するよ

うになったきっかけの一つだという。

　「震災で親を亡くした子どもの話を聞くたびに、 『私に何かあっ

たら、誰が我が子を守ってくれるのだろう？』 と考えるようになり

ました。私がいなくても夫一人で抱え込まずに子育てできる、地

域の人が手助けしてくれる環境をつくりたいと思ったんです」

　「地域の人に我が子を知ってもらうには、 まず私が地域の人を

知らなきゃ。どこからつながるかわからないから、 とにかくどこ

からでもアプローチしました」

　樽見さんは子ども食堂だけでなく、 PTA の活動や地域行事にも

積極的に参加している。 「私の活動の原点になっているのは我が

子の幸せなんです。 でも我が子だけが幸せならいいわけじゃな

く、 地域全体が幸せに暮らせるまちでなければ意味がないと思い

ます。 『私が我が子もあなたの子も守る。 その逆もお願いね』と

いう気持ちでつながる関係を作りたいです」

地域とのつながりを
「自由研究プロジェクト」から作る
　日進絆子ども食堂は、 平成 29 年に発足した 「あいち子ども食堂ネッ

トワーク」 にも参加している。 他地域の子ども食堂の様子を知って、

学習支援もしたいという声がメンバーから上がるようになった。

　「堅苦しいものではなく、 『勉強教えて』『いいよ』みたいな感じで

気軽に支援できる環境があればと私も思いました」

　まずは樽見さん自身も子どもの頃に困ったという、 夏休みの自由研

究から始めることにした。 今年 7 ～ 8 月に行った 「子どもと大人ペア

で対抗！ 夏休み自由研究プロジェクト」 だ。

　「親子ではなく、 あえて親以外の大人と一緒にやるようにしました。

我が子だとつい感情的になってしまうでしょう？ 大人はヒントを出して

一緒に考えるだけで、 あとは手出ししません」

　子ども15人と、高校生 4 名を含む大人14 名のボランティアが参加。

ボランティアが 「こんなことが得意だよ」 と話し、 子どもたちに興味の

あるテーマを選んでもらった。最終日にみんなの前で成果を発表する

子どもたちの表情は、達成感と自信に満ちていた。

　「子どもと地域の大人がつながるには、 こんなふうに一緒になって取

り組む体験が必要だと、 改めて感じます」

子ども食堂から地域食堂へ
　樽見さんがにぎわい交流館に立ち寄るとき、 お子さんと一緒のこ

とも多い。 交流館のスタッフや常連のお客さんともすっかり顔なじみ

だ。

　樽見さんは 「元気？ 学校どうだった？」 と自然に声がかかるような

環境を、いろいろなところに作りたいと考えている。「子ども一人で

も歩いて行けるように、地区ごとに子ども食堂があるのが理想。 もっ

と言えば、近所のおばちゃんの家にご飯を食べに行く感覚で、 子ど

もも高齢者も誰でも行ける場所を作りたいです。 子ども食堂じゃな

く、『地域食堂』 って呼んだほうがいいかな」

　「活動を広げていくためには、 もっと多くの人の力が必要。 仲間に

なってくれる人を募集中です」 と話す樽見さんの笑顔には、 子どもを

思う愛があふれていた。

おむすび食育クッキング
あるもので何ができるかな？！

メニュー作りのコツ・手早く作るには？？

日　時：11月19日 (日 )10:30~13:30 （受付10:00~）
場　所：長久手文化の家　食文化室
定　員：20 名 (小学生以上　親子で参加も可 )
参加費：1人 500 円 (材料費、資料代、保険料含む )
持ち物：エプロン、三角巾、お手拭きタオル、筆記用具
主　催：食育し隊「おむすび」
　　　　mail：gururin-pa@car.ocn.ne.jp
　　　　http://www.geocities.jp/hinako5963/

②

原発はなくせる！
ミランダ・シュラーズさん来日講演

~ドイツはどのようにして脱原発に舵をきったか~

事前学習会第5回 脱原発社会への道 (第1～4回は9月10月に実施 )

日　時：11月10日 (金 )18:30~20:30
場　所：日進市にぎわい交流館 2F会議室 /参加費：300 円
特別企画浜岡原発現地見学ツアー
日　時：11月 26日 (日 )9:00~18:00
定員：20 名 / 参加費：6,000 円を予定しています
主　催：次世代の子どもたちの “いのち”･“くらし”･“エネルギー” を考える会

　　　　mail：jisedaik@gmail.com
　　　　Tel/Fax：(0561)73-9467　粥川
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市民活動団体のイベント情報
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なってくれる人を募集中です」 と話す樽見さんの笑顔には、 子どもを

思う愛があふれていた。

いも煮&クリスマスリース作り
日　時：11月 26日 (日 )9:00~お昼頃まで

わらと竹細工でお正月飾りを作ろう
日　時：12月17日 (日 )9:00~お昼頃まで

集合場所：エコドーム東・市職員駐車場
参加費：大人のみ100 円 ( 通信費、保険料含む )
持ち物：11/26 のみ　マイ食器 (コップ、箸、皿など )
主　催：天白川で楽しみ隊
　　　　TEL：(0561)72-1337 岡田  /   (0561)72-8241 吉田

連絡先

（上 3枚） 大人に見守られながら研究成果をB紙に書いていく子どもたち
（下） 研究レポートを発表し終えると盛大な拍手が送られた

ボードゲームは、コミュニケー
ション能力やひらめき、論理
的思考を遊びながら身につけ
ることができます。子どもの
発達に合ったゲームを選んだ
り、遊び方を説明したりして
初めての方でも楽しめるよう
サポートしています。

連絡先 TEL　090-8074-5327( 樽見 )
ブログ　https://ameblo.jp/kizunakodomo
Twitter　@kizunakodo

運営ボランティアや食材などを
提供していただける方を募集し
ています。お気軽にご連絡くだ
さい。

両日

猫の里親譲渡会
猫を飼いたい！ペットショップへ行く前に来てみてください
日進市内で保護された猫ちゃんがあなたを待ってます

日　時：11月 25日 (土 )/12月16日 (土 )13:00~15:00
場　所：日進市エコドーム
主　催：にっしん地域猫の会
　　　　Email：nissinchiikineko@gmail.com

猫との
お見合い

アンケート
打ち合わせ

トライアル
開始

正式譲渡

当日 1~4 週間後当日 後日

メール  famibodo@gmail.com
Twitter @famibodonissin　

ボランティア募集中

ファミボド日進

日進絆子ども食堂

日進絆子ども食堂に
参加しています



 電話 0561-75-6650　
 ファクス 0561-73-5810
 電子メール nigiwai@me.ccnw.ne.jp
 ウェブサイト http://www.shimin-kouryu.net

日進市にぎわい交流館
開館時間 サロン 8:30 ～17:15 / 会議室 8:30 ～22:00

休館日　年末年始（12月28日～1月4日）
〒470-0122　愛知県日進市蟹甲町中島277-1

ワンデイシェフ

市民サロン情報

手作りの品 ・

こだわりの逸品がお買い得！

マーケット

10:00 ～16:00 （出店者により異なる
                  場合があります）

　　月 　愛歩協力会
　　火 　スマイルハウス
　　水 　フェアトレード風の子
　　木 　薔薇しかない花屋 
　　　 　赤池サークル会

市民のみなさんの力作を見に来て！

ギャラリー　8:30 ～17:15
 
11/１1 （土） ～11/20 （月） 

 　　　　　伊藤和代 「創作アップリケ展」

11/21 （火） ～11/30 （木）

           シルバー写真クラブ　「写真展」

12/1 （金） ～12/10 （日） 

          田口和枝　「シャドウボックス展」

12/11 （月） ～12/27 （水） 

          堀井憲爾　「サンタ木彫り展」

おいしいランチと素敵な音楽で

憩いのランチタイムを！

ランチコンサート 12:00 ～13:00

 11/4 （土） AKT48air （ポップス・ ジャズ）

11/11 （土 ) ユメナカ （ギター ・オカリナ）

11/18 （土） ガーディアン･ドッグｽ （ポップス）

11/25 （土） 銀星号 ( 秦琴）

11/27 （月 )Gen to sou( クラシック・ポップス）

11/28 （火）  アンサンブルフォーレ ( サックス )

 12/9 （土）  加藤幸治 ( ギター )

12/16 （土） 琉球ボッサ （琉球音楽）

無料のお茶もご用意しています。 いつでもお越しください！
※最新情報はホームページをご覧いただくか、　にぎわい交流館へ直接お問い合わせください

愛歩協力会月曜日

ボリュームいっぱいのランチ

●ランチ 600 円　飲み物 200 円 ( 食後 100 円）

●カレー・パスタ 600 円

キッチンよつば火曜日

自然農法・有機野菜中心の自然食ランチ

●ランチ 650 円　飲み物 200 円 ( 食後 150 円）

●ケーキ 100 円

タンドリー
バスルーム

第１,3,5

水曜日

本場インド人シェフが作る本格カレー

●ランチ 600 円　飲み物 200 円 ( 食後 100 円）

オールフォーユー

素材にこだわった薬膳スープのラーメン

●ランチ 650 円　飲み物 200 円 ( 食後 150 円）

キッチン絆木曜日

野菜中心のヘルシーランチ

●ランチ 650 円　飲み物 200 円 ( 食後 100 円）

●モーニング 300 円

里まちカフェ
めぐみえん

無農薬野菜と玄米を使った創作弁当

●ランチ 650 円　飲み物 250 円 ( 食後 150 円）

●塩焼きそば 500 円　●モーニング 300 円

優・食チャチャ

地産地消の食材中心 バランスのよいランチ

●ランチ 600 円　飲み物 200 円 ( 食後 100 円）

●デザート 120 円

名古屋学芸大学
Canteen

土曜日

管理栄養学部学生が作るランチ

●ランチ 500 円　飲み物 200 円

日進絆子ども食堂第 2

日曜日
地域の子どもたちと大人たちの居場所

●ランチ子ども無料　大人 500 円

●飲み物 200 円

第 2,4

水曜日
第 1,2,5

金曜日

第 3,4

金曜日

ランチ 11:30~14:00( 売切れ次第終了 )　喫茶 9:00~16:00　※電話で予約できます (0561)75-6650


